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＜病棟連絡事項＞
・馬渡Dr.が6/30不在の為診察ありません。

＜部屋移動＞
【転出】
・秋山　チヱ様～南病棟へ転出
【入院】
・佐藤　准様～東Dユニットへ任意入院
・袴田　隆裕様～東Dユニットへ任意入院

＜患者様連絡事項＞
・山田　重藏様～左臀部から大腿部にかけて内出血・疼痛訴えあり、小柳Dr.指示にてレントゲン撮影実施。骨折所見は無く、ベッド上での自力・他動運動可の為経過観察となる。

・豊田　慶三様～一部持参薬を当院処方へ切り替えとなる。

・袴田　隆裕様～左腕に擦過傷多数あり。ゲンタマイシン軟膏処方となる。明日当院皮膚科へ受診させるよう指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放観察中他室侵入、私物弄り等の迷惑行為頻回で自制出来ず。時間前に帰室し開放観察終了している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。午前四肢・体幹身体拘束一時解除して様子観察。見守りにて各食全量摂取している。対面時乗り物やアニメーションに関する話しかけ見られ表情、口調共に穏やか。再拘束時の拒否、抵抗、循環障害無し。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・鹿島　咲子様～ユニット内徘徊している。帰宅要求、その他不穏さ無く静穏に過ごしている。

・青木　文男様～車椅子乗車しホールから時折スタッフコール有り。立ち上がり行為、多動さは無い。

・上長根　幸一様～離脱症状無く、各食全量摂取している。指示の点滴はトラブル無く終了。殆ど自室にて過ごしているが、スタッフ対応穏やかで問題行動なし。

・篠　竜治様～殆ど自室にて臥床して過ごしている。病的体験に左右された発言や不穏さは無い。

＜深澤Dｒ診察情報＞
・市澤　ミツエ様～退院支援続けるよう指示有り。

・四戸　壽子様～臨時薬、点滴同内容にて7日分処方となる。来月分のアレンドロン酸（7/7、7/14、7/21、7/28）処方となる。

・藤井　崇史様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。今後LAI導入の方向で検討していく。

・下妻　康貴様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。北病棟転出を視野に環境調整していくよう指示有り。


・飯田　修子様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。

・松谷　さと子様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。

・関川　ヨネ様～左下腿水疱部皮膚科診察へ繋ぐよう指示有り。

・澤口　利香様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。本人より過多月経訴えあり、プ
ロラクチン、貧血セットで採血指示有り。点眼薬処方希望有りレボフ
ロキサシン、ヒアルロン酸点眼薬各2本ずつ処方。
※私物（ヘアゴム）、皮膚科軟膏を自己管理したいと訴え有り。主治医からは看護ス
タッフと相談し管理方法を決めるよう指示有り。

＜小柳Dr診察情報＞
・城前　実様～下痢する為拒薬したと訴えあり。ビーマスは除剤せず、ミヤBM3P毎食後7日分処方となり飲み切り終了の指示。

・森山　鈴子様～今後ロナセンテープやクエチアピンの処方を検討していく事となる。

・豊田　慶三様～臨時薬バルプロ酸ナトリウム細粒0.5ｇ朝夕食後5日分追加。その他同内容で6日分処方。

・中山　芳雄様～7/1～の臨時薬クエチアピン87.5mg→100mgへ増量、その他同内容で3日分処方となる。

＜新入院患者様情報①＞
日　　時：6月29日　9:29
　氏　　名：佐藤　准（さとう　じゅん）様
　生年月日：昭和43年11月21日　53歳
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

＜経過＞
　当院1回の入院歴あり(R4.2.25～R4.5.25)
今までのアルコール問題の経緯から家族と別居した方が良いとの話になり、アパート入
居を検討していた。しかし、アパートに関して生活保護の申請を行い支給が決定しない
と民生委員が住居の介入をしない流れとなっていた。その為、本人は退院後よりホテル
にて過ごしており再飲酒している状況。生活の立て直しとしてDARC入所勧め、6/15DARC
スタッフと面談。6/27本人よりDARC入所を目的とした入院の希望あり。R4.6.29東Dユ
ニットへ任意入院となる。

＜新入院患者様情報②＞
日　　時：6月29日　12:54
　氏　　名：袴田　隆裕（はかまだ　たかひろ）様
　生年月日：昭和52年10月10日　44歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

＜経過＞
　当院3回の入院歴あり(前回：R3.2.9～R3.10.3)
当院退院後はグループホームへ入所となり、定期的な外来通院、就労支援利用していた。
時折抑うつ気分や不眠の訴えあるが、都度薬剤調整にて落ち着いていた。R4年4月に系
列のグループホームへ転居となり、環境の変化から抑うつ気分や不眠が出現。薬剤調整
するも落ち着かず、GHでの対人関係に苦痛を感じるとの訴え聞かれていた。6/24～6/28
に自宅へ外泊していたが、6/28GHへ戻った際にフラツキが強く傾眠がちとのことで訪問
看護が緊急訪問している。その際に自宅へ外泊している際に夕食後薬と就床前薬を28日
分大量服薬していることが判明し、本日急遽外来受診。R4.6.29東Dユニットへ任意入
院となる。
